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旅行者や出張者等の帰宅難民に向けた交通情報の発信は、 

震災から 3 日後の 3 月 14 日に始まった。 

仙台から関東方面への移動は、日本海側の被害が少なかった地域を通るルートだ。 

しかし、多くのルートが存在したが、避難者と交通網とのバランスが取れず、すぐ

に移動をすることは不可能であった。 

 

これらの資料は、県庁や市役所のロビーでホワイトボードに貼られた。情報の発信

は、避難所の運営関係者だけではなく近隣の自治体の応援もあって行われていた。

この写真は、宮城県庁での情報を撮影したものである。（撮影：藤原） 
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情報を早く得た人は、すぐに移動をすることが可能。 

しかし、予約が殺到するため、すぐに満席になる。 

この状態が続くことで、1 日のうちにどこまで移動できるかはわからない。 

 

移動を開始すると、自分の寝床や食事はすべて自分で確保しなくてはならない。 

宮城県から脱出できても、次に待っている現実は、寝床が確保できるかどうかであった。 
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路線高速バスの運行は、震災後は、臨時便が増便された。 

この写真の情報は、新潟のバス会社の支援で運行されるものであった。 

 

記録した写真のどの情報を見ても、 

宮城県近隣の自治体や企業の支援があってこそのものである。 

普段便利に利用しているものが、すべて機能していない様子が感じ取れるだろう。 


